
一般国道９号 三隅・益田道路
新規事業採択時評価

平成２３年１１月

国土交通省 中国地方整備局

一般国道９号 三隅・益田道路

資
料
－
３

-３



１．位置図

・一般国道９号は、京都府京都市を起点とし、日本海沿岸の諸都市を連絡し、山口県下関市へ至る延長約７５０ｋｍの主要
幹線道路である。

・一般国道９号三隅･益田道路は、浜田市三隅町から益田市遠田町に位置する延長１５.２ｋｍの道路である。
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三隅･益田道路
L=約15.2km

位置図

一般国道９号 三隅・益田道路
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医師会病院



２．事業概要

計画概要

起 終 点
しまねけん はまだし みすみちょう みすみ しまねけん ますだし とおだちょう

島根県浜田市三隅町三隅～島根県益田市遠田町

計 画 延 長 Ｌ＝１５.２ｋｍ

設 計 速 度 ８０ｋｍ/ｈ

車 線 数 暫定２車線

計 画 交 通 量

約１４，２００～１６，２００台/日

全 体 事 業 費 約６６０億円

事業位置図

至

下
関

至

松
江

地元調整の経緯等

都市計画決定等の状況
H22年10月 :都市計画決定

地域の要望等
H23年６月:島根県知事が国土交通大臣に早期事業化を要望
H23年10月:島根県、鳥取県、山口県知事が国土交通大臣に早期事業化を要望
H23年10月:益田市長、浜田市長が国土交通大臣に早期事業着手を要望

乗用車 小型貨物 普通貨物

約6,500台/日 約2,700台/日 約7,000台/日

標準断面図

一般国道９号 三隅・益田道路

土 工 部

橋 梁 部

トンネル部

・三隅・益田道路は､延長15.2km､設計速度80km/h､暫定2車線で事業費約660億円｡H22年10月に都市計画決定されている｡
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凡 例

新規事業化区間

事業中区間

高規格幹線道路

一般国道

主要地方道

一般県道



３．課題と現状
課題① 拠点都市への連絡性

・島根県は東西に細長く、国道９号が東西を結ぶ唯一の幹線道路である。
・島根県西部の益田市から県庁所在地の松江市まで約３時間４０分を要す等、地域間の連絡性に課題がある。

一般国道９号 三隅・益田道路

【県庁へ最も遠い市の所要時間（都府県別）】

・・・

島根県益田市が
最も遠く、

最も近い香川県
の約４倍も要する

※所要時間はNITASを活用して算出
※速度は混雑時旅行速度
※北海道は対象外とした
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岡見IC
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R=100
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i=5.9%

i=5.1%

i=5.9%

R=100

R=100

全国平均99件/億台キロ

浜田・三
隅道路

（事
業中）

益田道路（供用中）

221.5件/億台km

198.4件/億台km

177.2件/億台km

益田市
浜田市

浜田市役所
三隅支所

岡見 三隅

遠田

木部

３．課題と現状

・国道９号浜田市三隅町～益田市間では、死傷事故率が全国平均（約９９件/億台キロ）以上の区間が９箇所存在しており、
また、当該区間の交通事故による致死率も全国値の約３倍と高く、住民の事故への不安感も高い。
・浜田市三隅町～益田市間の交通事故による通行止め（１６回/５年）のうち、約７割が大型車に関する交通事故。

課題②‐１ 唯一の幹線道路である国道９号が脆弱【交通事故による通行止めが多発】
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一般国道９号 三隅・益田道路

▼ 交通事故及び通行止め状況

出典：交通事故統合データベース（H18～H21）

死傷事故率100件/億台ｷﾛ以上
死傷事故率100件/億台ｷﾛ未満
大型車による通行止め発生箇所(H17-H21)

N
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▼ 通行止めの年間発生件数

▼ 事故による通行止めで渋滞が発生

【渋滞状況写真】 益田市西平原町 上り(松江)方面【【交通事故状況写真交通事故状況写真】】

事故発生 ： Ｈ20．10．29
発生場所 ： 浜田市三隅町岡見
全面通行止め： ２時間３０分
最長渋滞長 ：約５ｋｍ（上り）

約5km約約5km5km

交通事故に

よる通行止め

16件/5年

小型車事故

５件

（31％）

大型車事故

１１件

（69％）

▼ 通行止めが発生した事故の内訳

出典：浜田河川国道事務所資料
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※島根県及び中国地方・全国値は平成21年警察白書
※国道9号三隅益田間は交通事故統合データベース（H18‐H21）
※致死率（人/件（%））＝死者数（人）/死傷事故件数（件）（H18‐H21平均値）

全国値の全国値の
約３倍の致死率約３倍の致死率

▼ 三隅～益田（国道9号）の交通事故致死率
（島根県及び中国地方・全国値との比較※）
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３．課題と現状

・国道９号浜田市三隅町～益田市間が通行止めとなった場合、周辺の迂回可能な道路は狭幅員区間や急カーブ区間が多数
存在することから、大きく迂回する経路を選択せざるを得ない。（迂回路使用時の時間比は通常時の約１．７倍）
・救急・救援活動の拠点となる、１次広域防災拠点（浜田防災備蓄倉庫）への連絡が課題。

課題②‐２ 唯一の幹線道路である国道９号が脆弱【代替路がない脆弱な道路ネットワーク】
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一般国道９号 三隅・益田道路

代替路の距離・所要時間比較

※所要時間はH22センサスの混雑時旅行速度により算出。

益
田
市

益
田
市

迂回路 117分

浜
田
市

浜
田
市

国道９号
67分

約1.7倍

現 道 43km/67分

迂 回 路 100km/117分

H22センサスより算出

通常時と比較して、
約１．７倍の時間が必要

※H22道路交通ｾﾝｻｽ混雑時旅行速度により算出

至 松江市

至 山口市

①

▼ 通行止め発生時の迂回路

県道 浜田美都線

N

浜
田
・三

隅
道
路

大型車による通行止め
発生箇所 (H18～H21)

三隅・益田道路

L=約15.2km

浜田市役所

益田市役所

益田赤十字病院

広域防災拠点
(浜田防災備蓄倉庫)

浜田港

迂回時
距 離：１００ｋｍ
所要時間：１１７分

大型車による通行止め
発生箇所 (H18～H21)
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３．課題と現状

・救命救急を担う第３次医療施設（浜田医療センター）へ６０分で到達できない地域（約2.2万人）が広く存在。
・浜田市三隅町～益田市間では、年平均約１８０件の救急搬送が行われているが、十分な救急医療のサービスが不可能。

課題③ 救急医療施設への速達性
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一般国道９号 三隅・益田道路

▼ 病院間の連携

▼ 浜田市三隅町～益田市間の救急搬送件数

第２次医療施設
第３次医療施設

資料：益田広域消防本部・浜田市消防本部

資料：医師・歯科医師・薬剤師調査
（厚生労働省大臣官房統計情報部：H14-H20）

▼ 島根県主要都市の医師数の変化

資料：益田広域消防本部、浜田市消防本部

凡 例

高規格幹線道路(供用中)

高規格幹線道路(事業中)

未事業区間

インターチェンジ
ジャンクション
（ ）は仮称

179件/年

N

＜医師不足による病院の状況＞
○浜田医療センター

・神経内科医不在
・麻酔科医の不足
・里帰り出産の休止(H23.5～)

○益田赤十字病院
・脳神経外科の廃止(H22～)
・消化器内科医の減少
5名（H18)→1名（H20）→2名（H21）

・里帰り出産の休止(H20.11～)

▼ 第３次医療施設への到達６０分圏域

益田市や津和野町など
島根県西部ではほとんどの
地域が第３次医療施設
まで６０分以上要する

N

約2.2万人



３．課題と現状
課題④ 広域観光ルートの形成

・島根県西部は、世界遺産石見銀山をはじめとする、観光資源は豊富であるが、観光客数の伸びは県東部に比べ低迷している。
・島根県東部と西部は移動時間が長く、また、萩・石見空港からの移動時間が長くなるため、県央部は観光ツアーが組みづらいエ
リアになっている。

一般国道９号 三隅・益田道路

▼ 島根県内の観光客数の推移（H12=1.0） ▼ 東京発観光ツアーの主な周遊状況

県全体・東部地域では増加

県西部は減少

資料；島根県観光動態調査

島根県

山口県

広島県

岡山県

鳥取県

広島空港

米子空港

鳥取空港出雲空港

萩・石見空港

山口宇部空港

下関

美祢

長門
萩

山口

津和野

岩国

廿日市

広島

呉

尾道

出雲

松江

安来

境港

大山

真庭

倉吉 鳥取

岡山

倉敷

福山

秋芳洞等
湯田温泉等

青梅島等
松陰神社等

津和野散策等

赤間神宮等

錦帯橋等

出雲大社等

呉・大和
ミュージアム等

厳島神社等
（世界遺産）

原爆ドーム等
（世界遺産）

千光寺等 鞆の浦等

玉造温泉等

足立美術館等

水木しげるロード等

大山温泉等
はわい温泉等 鳥取砂丘等

蒜山高原等

後楽園等

倉敷美観地区等

岡山空港

浜田
しまね海洋館
アクアス等

中国地方へのツアーの
約４割が、広島～萩周辺
を周遊

中国地方へのツアーの
約３割が、出雲～鳥取周辺
を周遊

移動時間が多くなり、
ツアーが組みづらいエリア

東西の移動にあまりにも時間がか
かったため、商品開発を断念した。
（JTB 大阪中央支店)

東西軸を使い、出雲から浜田まで
行くというツアーは考えにくい。
（JTB 松江支店)

資料：H22道路交通センサス混雑時旅行速度により算出

※ＪＴＢツアーより平成23年8月現在の三大都市圏＋九州発から
中国地方を催行するツアーを対象として集計。

※帰路でブロック外の空港、駅利用のツアーも含む。
※中国地方をスタートするツアーを集計。
※線の太さは、ツアーで組まれている周遊コース数の多さを表す。

約70分

しまね海洋館
アクアス

約80分

約40分

萩・石見空港

萩

津和野

約120分 石見銀山

▼ 石見空港から主要観光地までの所要時間
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３．課題と現状

・国道９号浜田市三隅～益田市間の沿線には、土砂災害危険箇所（51箇所）や要防災対策箇所（12箇所）が多数存在。
・昭和５８年７月の島根県西部を中心とした集中豪雨による被災では、道路網の寸断による集落の孤立や多大な迂回が発生。
また、緊急輸送道路である浜田市～益田市間の国道９号では、１６日間にわたり全面通行止めが発生（緊急車両は３日間）。

課題⑤‐１ 災害による通行障害・地域の孤立
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一般国道９号 三隅・益田道路

昭和58年7月
（三隅町宮ヶ迫）

資料：しまね危険箇所検索システム

国道９号国道９号
寸断寸断

国道９号国道９号
寸断寸断

▼ 災害危険箇所の状況

▼ 昭和58年島根県西部豪雨災害における国道９号の災害発生箇所

昭和58年7月
（三隅町滝見）

被災後７日、１６日
においても多大な
迂回が強いられた

N

▼ 昭和58年島根県西部豪雨災害における通行止め状況と迂回ルート

国道９号 三隅町役場

緊急車両通行不可：３日間
一般車両通行不可：１６日間

：災害発生箇所

水没した浜田市三隅町（S58.7災害）

法面・擁壁法面・擁壁

変形変形
平成21年7月

（益田市木部町）

至

下
関

至

松
江

積雪による積雪による
交通障害交通障害

要防災対策箇所(12箇所)



３．課題と現状
課題⑤‐２ 災害による通行障害・地域の孤立【日常生活における地域間のつながり】

一般国道９号 三隅・益田道路

・浜田市、旧三隅町と益田市は、通勤・通学や買い物、通院等の日常生活におけるつながりが強い地域である。
・しかし、当該地域間を結ぶ日常生活に必要不可欠な唯一の幹線道路には、土砂災害危険区域や線形不良箇所などの多くの
課題が存在し、地域住民は、日常生活における移動に不安を抱えている。

▼ 益田市・浜田間の通勤・通学流動 ▼ 旧三隅町からの買物流動

資料/H17国勢調査
資料/H22島根県商勢圏調査
H17国勢調査

▼ 旧三隅町からの通院流動

資料/益田赤十字病院、益田地域医療センター医師会病院より

▼ 国道９号の状況

交通事故による通行止め（浜田市三隅町向野田） 線形不良箇所（浜田市三隅町向野田）

・国道９号 浜田市三隅町～益田市間の
交通事故による通行止めは、16回/5年
(H17-H21)発生。

・国道９号 浜田市三隅町～益田市間に
は、急カーブや急勾配の線形不良箇所
が11箇所存在。
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平面線形不良箇所(8箇所)平面線形不良箇所(8箇所)

縦断勾配不良箇所(3箇所)縦断勾配不良箇所(3箇所)

凡 例
要防災対策箇所（12箇所）

死傷事故率全国平均以上箇所（9箇所）

通行止め発生箇所（H17-21）（16箇所）

!

凡 例
要防災対策箇所（12箇所）

死傷事故率全国平均以上箇所（9箇所）

通行止め発生箇所（H17-21）（16箇所）

!

３．課題と現状
課題と現状のまとめ

課題② 唯一の幹線道路である国道９号が脆弱課題② 唯一の幹線道路である国道９号が脆弱

・急カーブや急勾配等の道路構造不良箇所が１１箇所存在。

・死傷事故率が全国平均（約９９件/億台キロ）以上となる区間
が９箇所存在。

・交通事故による通行止め（１６回/５年）のうち、約７割が大型
車に関する交通事故。

・周辺の迂回可能な道路は狭幅員区間や急カーブ区間が多数
存在することから、大きく迂回する経路を選択せざるを得ない。
（迂回路使用時の時間比は通常時の約１．7倍）

・救急・救援活動の拠点となる、１次広域防災拠点への連絡が
課題

課題・現状

課題③ 救急医療施設への速達性課題③ 救急医療施設への速達性

・高速性を確保できる自動車専用道路が未供用。

・医師不足により医療が集約化され病院間の連携（補完）が必要な状況。

・救命救急を担う第３次医療施設に６０分で到達できない地域が広く存
在。（約2.2万人）

課題・現状

10

一般国道９号 三隅・益田道路

N

課題④ 広域観光ルートの形成課題④ 広域観光ルートの形成

・観光資源が東西に広く分散しており、移動時間に多くの時間を
費やされ広域的な観光移動は極めて不便な状況にある。

課題・現状

・三隅・益田地区では ①拠点都市への連絡性①唯一の幹線道路である国道９号が脆弱、②救急医療施設への速達性、④
広域観光ルートの形成、 ⑤日常生活における都市間連携が課題となっている。

至

下
関

至

松
江

課題① 拠点都市への連絡性課題① 拠点都市への連絡性

・島根県西部の益田市や津和野町等から、県庁所在地の松
江市まで時間を要す。

課題・現状

課題⑤ 災害による通行障害・地域の孤立課題⑤ 災害による通行障害・地域の孤立

課題・現状 ・浜田市三隅町～益田市間の沿線には、災害の恐れのある土砂災害
危険箇所が５１箇所、要防災対策箇所が１２箇所存在。

・過去の大規模災害時には、道路網の寸断による集落の孤立や多大な
迂回が発生。

・昭和５８年災害では緊急輸送道路である国道９号が１６日間寸断（緊
急車両は３日間）。
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凡 例
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４．事業計画

11

・災害危険箇所、集落等を回避し、代替性の確保、速達性の向上のため別線の高規格道路とした。インターチェンジ４箇所、橋
梁１９橋、トンネル４本を計画している。

一般国道９号 三隅・益田道路

H=16.2mH=40.4m H=68.8mH=79.0mH=69.9mH=28.3m
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５．整備効果

・三隅・益田道路の整備により、線形不良箇所や要防災対策箇所が多い、脆弱な国道９号の代替性が確保され、緊急輸送道
路としての安全性・信頼性が向上する。

・また、第３次医療施設への速達性が確保され、医師不足が深刻な地域の病院間の連携が強化される。

〔リダンダンシーの確保〕

災害発生時に多大な迂回を強い
られる当該区間で、代替路を確保

整備効果

【線形不良箇所数の変化】

現 況 ：１１箇所
整備後：なし

一般国道９号 三隅・益田道路

【要防災対策箇所数の変化】

現 況 ：１２箇所
整備後：なし

第３次医療施設60分圏域の拡大

〔第３次医療施設への速達性向上〕

第３次医療施設へ
の速達性の向上に
よる救急医療サー
ビスの向上や、医
療施設間の所要
時間が短縮するこ
とで、医療施設間
の連携強化が期
待される

凡 例
■ 60分圏域（現況）
■ 60分圏域（浜田･三隅道路、三隅･益田道路整備後）

60分圏域人口が
約５千人増加

浜田･三隅道路、三隅･益田道路は70km/hで算出

〔広域観光ルートの形成〕

当該区間の整備により、点在する観
光地の連携が図られ、広域的な観光
ルートが形成される。

12

※山陰道はＶ＝70ｋｍ/ｈ、
その他は混雑時旅行速度（H22道路交通ｾﾝｻｽ）より算出

※山陰道経由

【整備後】

48分

【現況迂回路】

117分
浜
田
市

益
田
市 69分短縮

〔拠点都市への速達性の向上〕

当該区間の整備により、
高規格道路が連結

益田市から松江市（県庁
所在地）への連絡時間が
短縮し、地域間の速達性
が向上する

〔浜田・益田間における緊急輸送道路の確保〕

当該区間の整備により現道の災害危
険箇所を回避

災害危険箇所の回避（63箇所⇒0箇
所）により、緊急輸送道路が確保され
道路の安全性・信頼性が向上する

凡 例

新規事業化区間

事業中区間

高規格幹線道路

一般国道

主要地方道

一般県道

凡 例

新規事業化区間

事業中区間

高規格幹線道路

一般国道

主要地方道

一般県道



６．事業の効果

項 目 全体事業

総費用（C） 533

事業費 494

維持管理費 39

総便益（B） 744

走行時間短縮便益 532

走行経費減少便益 156

交通事故減少便益 55

費用便益比 1.4

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 道路整備により、周辺道路も含めた走行時
間が短縮される効果を貨幣価値として計測す
る。

走行経費減少便益 道路整備によって混雑の緩和等走行条件が
改善されることによる走行するために必要な
費用の減少量として計測する。走行経費には
燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費、車両
費、車両償却費等が含まれる。

交通事故減少便益 道路整備によって周辺道路の交通量が減少
することに伴う交通事故による社会的損失の
減少を貨幣価値として計測する。交通事故の
社会的な損失には運転者、同乗者、歩行者
に関する人的損害額、交通事故により損壊を
受ける車両や構造物に関する物的損害額、
交通渋滞による損失額が含まれる。

（億円）
◆３便益による費用便益比

※1：総費用、総便益については、基準年（Ｈ２３）における現在価値を記入。
※2：総便益には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少
便益）を計上。

※3：費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

経済的内部収益率（EIRR） 6.0%

一般国道９号 三隅・益田道路
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・総費用は５３３億円、 ３便益による総便益は７４４億円で費用便益費は１．４である。




